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８月１日 
神戸綜合速記
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○議会映像等インターネット配信業務について 
○会議録検索システムに関する業務について 
〇映像配信に係る他市の先進事例等について 

  



広聴広報委員会では、令和元年８月１日に議会映像等インターネット配信業務等の

委託先である「神戸綜合速記株式会社」の事業内容を視察した。 

 

■議会映像等インターネット配信業務について 

 神戸綜合速記株式会社では、亀山市議会の議場及び委員会室で行われる定例会又は

委員会について、映像のライブ配信を行っている。また、同社では、定例会又は委員

会の映像を日程ごと及び質問者ごとに加工編集して、録画配信も行っている。 

 映像のライブ配信については、まず確認用映像配信ページにエンコード用パソコン

からの映像及び音声が正しく配信されているかの確認作業を行う。また、確認用映像

配信ページでは、ライブ中継スケジュールおよび議事日程に誤りがないか確認を行う。 

 次に、会議当日は、開会１時間前に当日の日程が公開用の画面に反映され、開会１

５分前になるとライブの映像及び音声が配信される。閉会後は、「本日のライブ中継

は終了しました。」と表示し、映像が映らないようにする。これらの作業は全て専用の

プログラムによって自動に行われる。 

 次に、閉会後、ライブ中継サーバーに保存された当日のライブ中継映像データをダ

ウンロードし、議会事務局からの映像編集指示書をもとに、編集作業が行われる。会

議の翌日以降は、映像ファイルのカット作業及び映像視聴ページの作成を行う。作成

した映像データの動作確認を行った後、議会事務局での確認を経て、公開用ページに

反映する。なお、この公開作業についても専用のプログラムによって自動に行われる。 

 亀山市議会で配信を開始した平成２１年９月定例会から令和元年８月１日現在ま

での録画映像の時間数は、累計で約１,１５２時間となっている。 

 

■会議録検索システムに関する業務について 

まず、議会事務局から送付されたワードデータをテキストデータに変換し、余白の

削除や書式、改行等の乱れを訂正することで体裁を整える。また、外字や機種依存文

字がないか確認し、文中ではＪＩＳ第１、第２水準の漢字を使用することとする。 

次に、作成したテキストデータを会議録検索システム用のデータに変換するととも

に、会議で初めて発言した発言者をリストアップする。ここでリストアップした発言

者は、「議員・委員」、「理事者」、「議長・委員長」に区分して名前リストに登録して、

システムに反映する。 

最終的に動作確認を行った後、問題がなければ公開用の亀山市議会会議録検索シス

テムにデータベース登録する。 



なお、亀山市議会会議録検索システムについては、ＳＳＬサーバ証明書を付与する

ことで、第三者によるデータの盗聴・改ざんを防止するためのセキュリティ強化とデ

ザインのリニューアルを行う予定であるとのことであった。 

 

■映像配信に係る他市の先進事例等について 

・神戸市会では、議会映像の上に手話通訳者を表示して、映像配信を行っている。議

会と手話通訳者をそれぞれ別に撮影して、それらの映像を重ねることで同時に視聴

者に伝わるよう工夫している。 

・宇陀市議会や勝山市議会では、会議資料を映像とともに配信するため、書画カメラ

と議員ＰＣを活用している。 

・堺市議会や川崎市議会では、複数のカメラとシステムを活用することで、同日の同

一時刻に開催される委員会のライブ配信を実施している。 

・丹波市議会では、複数のカメラを１画面に統合して、視聴者が全体の状況を確認で

きるように工夫している。 

・加古川市議会や草津市議会では、会議が休憩に入った際、休憩中であることをお知

らせするとともに、市のＰＲ動画や広報映像を放送する工夫をしている。 

 

【所 感】 

次のような先進事例等の説明を受けたことで、今後、これらを参考に、議会映像等

インターネット配信システムや会議録検索システムがさらに充実したものとなるよ

う研究していく。 

・本会議や委員会の休憩中は、市のＰＲ動画等を放送する。 

・議員が会議で使用する資料について、書画カメラ等を活用して映像とともに、 

配信する。 

・会議録検索システムのデザインをリニューアルしてさらに充実したものとする。 

・会議の傍聴者のプライバシーに配慮して、配信映像を一部加工する。 

・質問の内容が視聴者に分かりやすいように、議案の内容をテロップで表示する。 

 


